
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 寝たばこは絶対にしない 

○ 飲酒→喫煙→うたた寝に注意 

○ 吸殻を灰皿にためない 

○ 吸殻は水で完全に消してから捨てる 

○ 火種を落とさないよう安全な場所で喫煙する 

 
 

住宅用火災警報器を備えましょう 

 住宅用火災警報器は火災を早期に発見し、あなたと家族の大切な命を守るものです。 

○ 設置場所は 全ての居室・台所・階段です 

○ 性能維持のため、ほこりなどを掃除しましょう 

○ ボタンを押すか、ひもを引いて定期的な点検をしましょう 

○ 設置年月や製造年、取扱説明書等により本体の交換時期を確認しましょう 

 

 

 

 

 

 

 
毎年１２月から３月までの期間に、積雪や凍結路面により、滑って転倒するなどの救急事故が多く

なります。また、インフルエンザ等の感染症の流行によっても救急要請が増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「救急車を呼ぼうか迷ったら♯７１１９」 

救急要請の増加抑制や救急車の適正利用のために是非ご活用ください！！ 

 

 

市民の皆様へのお便り 
  

令和２年 1 月 No.２０６ 

青梅防火防災協会 防災おうめ  掲 示 板 用  

 

防火・防災に関するお問合せ 

青 梅 消 防 署 青梅市師岡町３－２－５    ０４２８－２２－０１１９ 

日向和田出張所 青梅市日向和田２－３０９－１ ０４２８－２４－０１１９ 

長 淵 出 張 所 青梅市長渕３－２０３－３   ０４２８－２１－０１１９ 

・靴は滑りにくいものを選びましょう。 

・足元に十分気を配りゆっくりと歩きましょう。 

・降雪後の数日間は、事故が多いことから、特に注意を払いましょう。 

・天気予報を確認し、残雪や凍結路面を避け、余裕を持って行動しましょう。 

冬季は救急要請が増加します！ 

１月１日から１２月１５日までの期間において、東京消防庁管内において

住宅火災による死者（自損を除く）が７１人発生しており、このままのペ

ースで行くと平成２５年以降で最悪の死者数となる可能性があります。 

た ば こ 

消火器による消火は、火

災の被害軽減や抑制に

非常に効果的です。火を

使う場所には、消火器を

備えましょう 

消火器を使えるようになろう！ 


